
 

第５回東海交流フォーラムのご案内 

 “食とくらしの未来をつくる！” 
 主催：地域と協同の研究センター・東海交流フォーラム実行委員会  

 
 
 
 
 

 

 

 
 

              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会場地図  名古屋駅から地下鉄東山線、１５分で本山駅です。４番出口から２分。 

 

当日のスケジュール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

参加費：５００円（資料代）当日いただきます。 

お弁当：５００円 昼食をはさみます。必要な場合は、お申し込みください。代金は当日いただきます。 

託児 ：無料（事前にお申し込みください） 

10:00 開場    

10:30 開会

    

      

食料自給率４０％（カロリーベース）の日本。私たちの近くでも、耕作放棄地があちこちに 

あるのになぜでしょうか。日本の農業・農政は、今どうなっているのでしょう。また、輸入農 

産物の価格が高騰するということもありま

した。日本へ食糧を輸出する世界の国々はど

うなっているのでしょうか。ＮＨＫ解説委員

として活躍されている合瀬宏毅氏より、食糧

問題から見る日本と世界についてお話いた

だき、私たちのくらしを考えてみましょう。

消費者と生産者が手をつなぎ、地域全体で山

間地の米作りを支援する宮城県大崎市での

取り組み（鳴子プロジェクト）等を紹介いた

だきます。私たちのこれからの「食とくらし」

を見つけましょう！ 

 

    講師紹介：合瀬宏毅氏（ＮＨＫ解説委員） 

     国際農業ジャーナリスト連盟に所属する

 農政ジャーナリストの会会長。担当分野は農

 政や食の問題。ＮＨＫ入局後、鹿児島、名古屋などで勤務。ＮＨＫスペシャル、モーニングワイ

 ドを経て２０００年より現職。 

 

12:10 分科会の紹介  午後の５つの分科会での報告事例を紹介します。 

12:20 食事 

13:00 

 

 

 

５つの分科会（テーマ） 

 

 

  

  

  

 

 

 

 

 

 

14:50  まとめの会  全体で分科会の様子を紹介し合います。 

15:30 閉会 
 

相次ぐ食品事件、世界的な金融危機から経済不況となり、派遣切り・雇用不安や社会保障制度の改悪などに

より、くらしは大きな変化の中にあります。東海地域の協同組合員が集う第５回東海交流フォーラムでは、基

調講演にNHK解説委員の合瀬宏毅氏より、『食糧問題から見る日本と世界・そして私たちのくらし』をテーマに、
お話しいただきます。５つの分科会では、身近な場面から世界的規模で「食とくらしの未来をつくる」ことをテーマ

に、各地での取り組みを聞きながら交流します。いろいろな人の話から、きっと人々の協同した営みの中に、未来が

見えてきます。第５回東海交流フォーラムに、ぜひご参加ください！ 

日時：３月１５日（日） 

１０時３０分 

～１５時３０分 

会場：生協生活文化会館 

   参加費：５００円（資料代） 
 

基調講演『食糧問題から見る日本と世界・そして私たちのくらし』 
         講師：合瀬 宏毅 氏（ＮＨＫ解説委員） 

 

 

 

 テーマ 内容のご紹介（詳しくは裏面をご覧ください） 

第1分科会 
くらしの中で見えてくるこ

と 

商品案内を囲んで、家族のこと、今の食のことを、いろい

ろと考えてみましょう！ 

第2分科会 
くらしを支える地域の中で

生まれていること 

三重で取り組んだ冬水田んぼ！２０年休耕田のところで

稲作に挑戦。いろんなことがありました。 

第3分科会 
県や東海のつながりの中で

発見するくらしの背景 

三重の尾鷲・熊野地域でのくらしは今こんなことが！ 
産地と消費地のネットワークの力でできることは？ 

第4分科会 
食と農とくらしから見る日

本と世界が向かう先 

日本の農業と欧米の農業、違いはどこにあるのでしょう

か？ＣＯＰ１０って知っていますか？ 

第5分科会 
協同をつくる人と仕事の意
味、価値を発見する 

協同組合の仕事の意味や価値って？みかわ市民生協や南
医療生協のお話から考えます。 

お問い合わせは 
地域と協同の研究センター 
TEL 052-781-8280 

FAX 052-781-8315 



 

分科会で私たちの「食とくらしの未来」を見つけていきましょう！ 

分科会４

分科会１

分科会２

分科会５

分科会３

公的責任

公助

共助

自助

世
界
へ
つ
な
げ
る

活
動
・
仕
事
か
ら

つ
な
げ
る

店舗・企業

地域産業

財政・施策

労働・参加

あなたは

どの分科会に関心
がありますか？

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
地域と協同の研究センター 担当：大島 TEL 052-781-8280 FAX 052‐781‐8315   E-mail AEL03416@nifty.com     

地域と協同の研究センター東海交流フォーラム参加申込書（３月５日までに、お申し込みください） 

お名前 電話番号 お弁当の注文 

  個（５００円当日いただきます。） 

基調講演『食糧問題から見る日本と世界・そして私たちのくらし』   託児申込（無料） 

分科会① くらしの中で見えてくること  お子さんのお名前 

（         ） 

年齢 

（         ） 

分科会② くらしを支える地域の中で生まれていること  

分科会③ 県や東海のつながりの中で発見するくらしの背景  

分科会④ 食と農とくらしから見る日本と世界が向かう先  

分科会⑤ 協同をつくる人と仕事の意味、価値を発見する  

参加希望の会場に○をつけ、ＦＡＸ又はメールで申し込みください。人数によって当日調整させていただく場合もあります。 

いただいた個人情報は、企画の連絡がある場合にのみ利用させていただきます。 

第１分科会 
くらしの中で見えてくる

こと 

第２分科会 

くらしを支える地域の中

で生まれていること 

第３分科会 
県や東海のつながりの中 
で発見するくらしの背景 

第４分科会 
食と農とくらしから見る 

日本と世界が向かう先 

第５分科会 
協同をつくる人と仕事の 
意味、価値を発見する 

 どんな分科会かな？ 

午後の分科会は、くらしとの距離感で考え、家族やご近所から考える第１

分科会、町内会や市町村から考える第２分科会、愛知・岐阜・三重という県

・東海地方という単位で考える第３分科会、国や世界から考える第４分科会

の４つの分科会を設け、つながりを支える協同組合や、協同を基礎にする団

体の仕事に目を向けた第５分科会を加え、５つのテーマで開催します。 

それぞれの分科会では、具体的な事例の報告を２つ用意し、参加されたみ

なさんからも事例を紹介いただく中で、テーマを深めていきます。 

ご希望の分科会にご参加ください。 

第４分科会 食と農とくらしから見る日本と世界が向かう先 

① 日本の農業、アメリカ・ＥＵの農業から考える 
日本の農業は今、国の政策、欧米の農業、そして地球規模での食料問題。 

② ＣＯＰ１０（生物多様性条約第１０回締約国会議）が２０１０年に名古屋で開催 

ＣＯＰ１０と私たちのくらし。実は地域や産業と密接に関わっています。まずＣＯＰ１０を知って！ 

第３分科会 県や東海のつながりの中で発見するくらしの背景 
① くらしたすけあいの会を地域で広げて 
三重県尾鷲、熊野地域で、「くらしたすけあいの会」について相談してきました。 

② 農産物・食品安全の認証制度と地域でのつながり 
有機農業推進法が成立して、行政は、地域は？ 

第２分科会 くらしを支える地域の中で生まれていること 

① 三重県白山町で冬水田んぼに取り組んで 
２０年休耕田だった田んぼで悪戦苦闘。そしてよみがえった田んぼで、たくさんの人と自然のつながりが！ 

② 自治会、町内会って今？ 
人とくらしが変わっていく中で、自治会は、地域は、ご近所のつながりは？ 

第５分科会 協同をつくる人と仕事の意味、価値を発見する 

① 豊橋市岩田地域でのみかわ市民生協の挑戦！ 
豊橋市岩田地域は、生協のお店、配送センター、福祉事業所があります。そこでみかわ市民生協では！ 

② 南生協病院づくりから（南医療生協） 
  南生協病院づくりは、多数の組合員・市民の参加で進められています。そこでの職員の役割、仕事って！ 

第１分科会 くらしの中で見えてくること  
商品案内を囲んで、家族のこと、今の食のことを、いろいろと考えてみましょう！まず家族のことで２つの報告です。 

① 「食まるファイブ」と子どもたち 「食まるファイブ」は、メタボ大魔王をやっつける正義の味方です！ 
② みかわ市民生協でエコファミリーに取り組んで 
家族みんなでチャレンジ theエコファミリー。そこでは、こんなことが・・・！ 

分科会では、こんな報告を予定しています！ 

 


